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◆　　　 村政執行方針・教育行政執行方針 Ｐ ２〜 7

◆　火入れに関する要件が一部変更されました Ｐ 8

◆　卒業式・卒園式　 　　　　　　    　  　   Ｐ 10 〜 11

◆　村からのお知らせ　　　　　　　　　　     Ｐ 12 〜 13

　３月、新型コロナウイルス感

染症への対策として、村内の小

中学校では学年ごとの分散登校

が行われました。

　友達と久しぶりに再会し、貴

重な時間を過ごす子どもたちの

姿が印象的でした。



係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
対
策
と

し
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
整
備
は
、
今
後
の
動
向
を
見
据

え
つ
つ
、
適
宜
適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
農
業
基
盤
整
備
を
図
る
た
め

国
に
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
上
更
別
地
区
の

排
水
対
策
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
新

更
別
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
、
今
年
度
か
ら

調
査
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
級
河
川
サ
ラ
ベ
ツ
川
の
局
部
改
修

の
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
懸
案
で

あ
る
国
道
橋
の
拡
幅
の
早
期
着
工
に
向
け
た

要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
対
策
と

し
て
「
道
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
」
で
鳥

獣
害
防
護
柵
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
関
係

機
関
で
構
成
す
る
鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議
会

に
対
し
、
捕
獲
従
事
者
育
成
や
被
害
防
止
資

材
導
入
支
援
な
ど
の
助
成
を
行
い
、
農
作
物

な
ど
の
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
対
策
は
、
村
農
業
担
い
手

育
成
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
後
継
者
の
育

成
支
援
を
図
る
ほ
か
、
農
業
研
修
生
の
受
入

的
で
快
適
な
生
活
と
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
適
正
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
施
設
の
長

寿
命
化
に
向
け
た
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
は
、
農
村
部
の
水
洗

化
推
進
を
目
的
に
、
住
宅
建
設
助
成
と
合
わ

せ
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◆
道
路
網
の
整
備

　
村
道
は
、
産
業
振
興
を
展
開
す
る
基
盤
と

な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
改
修
・
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
橋
り
ょ
う
は
、安
全
の
維
持
を
図
る
た
め
、

点
検
調
査
と
計
画
的
な
改
修
を
進
め
、
橋
の

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
国
道
や
道
道
は
、
災
害
・
交
通
安
全
対
策

を
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

◆
公
共
交
通
機
関
の
確
保

　
高
齢
者
や
運
転
免
許
を
持
た
な
い
方
な
ど

「
交
通
弱
者
」
の
方
の
移
動
手
段
と
し
て
村

民
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
個
別
の
要

望
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
運
転
免

許
返
納
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。昨
年
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
運
行
し
た
「
農
村
地

区
予
約
運
行
型
タ
ク
シ
ー
」
を
、
今
年
度
は

夏
季
に
実
証
試
験
を
行
い
、
結
果
の
分
析
や

課
題
の
把
握
に
努
め
、
本
村
に
適
し
た
交
通

体
系
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
情
報
通
信
の
環
境
整
備

　
更
別
市
街
地
で
は
民
間
の
光
回
線
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
農
村
部
で
は
無
線

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
を
整
備
し
て
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中
で
も
、
大
型
明
渠
排
水
事
業
や
河
川
改

修
、土
地
改
良
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
事
業
、

国
営
・
道
営
畑
総
事
業
の
推
進
、
農
村
地
区

の
高
速
通
信
網
整
備
や
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
、
大
型
宅
地
分
譲
地
の
整
備
な
ど
は

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き

そ
の
解
決
に
向
け
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
内
閣
府
の
近
未
来
技
術
等
社
会
実

装
事
業
、
農
林
水
産
省
の
ス
マ
ー
ト
農
業
加

速
化
事
業
を
通
し
て
の
「
国
家
戦
略
特
区

(

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想)

」の
実
現
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
の
各
省
庁
や
道
と
密
接

な
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
豊
か
で
持
続
可
能

な
更
別
村
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

　
　
　

世
界
的
な
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る

中
、村
と
し
て
は
早
期
の
対
策
会
議
を
重
ね
、

拡
大
・
蔓
延
防
止
に
医
療
・
保
健
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
１
日
も
早
い
終
息
に
向
け
、

オ
ー
ル
北
海
道
の
一
員
と
し
て
全
力
を
傾
け

て
い
き
ま
す
。

　
今
日
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
中
、
次
期
総
合
戦
略
で
の
人
口
分
析
で

は
、
２
０
３
５
年
に
は
準
限
界
自
治
体
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
村
内
外
の
山

積
す
る
課
題
に
し
っ
か
り
と
正
対
し
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
と
危
機
感
を
持
っ
て
ま
い
進
す
る

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

現

便
利
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

昨年８月開催の近未来技術
等社会実装事業実証テスト

い
ま
す
。
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
伴
い
、

農
村
部
の
利
用
者
よ
り
通
信
環
境
の
改
善
が

望
ま
れ
て
い
る
た
め
、
高
速
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
調

査
研
究
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
農
業
基
盤
の
整
備

　

農
業
を
安
定
的
に
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
農
業
者
は
も
と
よ
り
関
係
機
関
と
の
連

携
を
よ
り
強
化
し
、
後
継
者
の
方
々
が
希
望

を
持
っ
て
継
承
で
き
る
更
別
農
業
を
守
る
こ

と
が
何
よ
り
重
要
と
考
え
て
お
り
、「
快
適

で
魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
作
物
の
生
産
性
の
向
上
と
農
作
業
の
合

理
化
を
図
る
た
め
「
道
営
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
」
を
推
進
し
、
堆
肥
投
入
助
成
の
「
土

づ
く
り
推
進
事
業
」
と
風
害
を
防
ぐ
た
め
の

「
耕
地
防
風
林
整
備
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
対
策
は
、「
畜
産
ク
ラ
ス
タ

ー
事
業
」
に
よ
り
良
質
な
自
給
飼
料
の
確
保

を
推
進
す
る
自
力
草
地
更
新
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
経
営
支
援
策
を
継
続
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
関
係
は
、
自
動
ド
ロ
ー
ン

や
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
、
Ａ
Ｉ
搭
載
作
業
機
の

実
証
実
験
が
加
速
度
的
に
進
み
、
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
ス
マ
ー
ト
１
次
産
業
の
実
現
に

向
け
た
「
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業
」

の
精
力
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。
農
業
の
基

盤
整
備
と
生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
団
体
や
Ｊ
Ａ
・
関

産
業
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

し
む
こ
と
が
で
き
る
場
の
ほ
か
、
農
村
公
園

大
型
遊
具
が
交
流
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。
観
光
資
源
を
有
効
に
活

用
し
関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
す
も
も
を
使
っ
た
特
産
品
に
使
用
す
る
原

料
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
す
も
も
の
里

の
木
の
更
新
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
ど
ん
ぐ
り
公
園
の
木

製
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
交
流

の
機
会
と
し
て
、
さ
ら
べ
つ
大
収
穫
祭
、
す

も
も
の
里
ま
つ
り
、
全
日
本
マ
マ
チ
ャ
リ
耐

久
レ
ー
ス
な
ど
、
本
村
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
へ
支
援
を
行
う
ほ
か
、
民
間
事
業
者
や
観

光
協
会
と
連
携
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も

含
め
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
情
報
発
信
に

努
め
、知
名
度
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
起
業
の
支
援
と
雇
用
の
創
出

　
起
業
支
援
は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
で

異
業
種
交
流
や
意
欲
あ
る
人
材
が
増
え
て
い

る
た
め
、
商
工
会
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
と

の
連
携
に
よ
る
創
業
塾
を
継
続
し
て
開
催
す

る
な
ど
、
新
た
な
「
し
ご
と
」
の
創
出
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
し
ま
す
。

　
雇
用
対
策
は
、
企
業
な
ど
の
人
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、「
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

を
継
続
し
、
潜
在
的
な
就
業
希
望
者
の
掘
り

起
こ
し
や
移
住
希
望
者
と
企
業
と
の
結
び
付

け
を
行
う
ほ
か
、「
地
元
雇
用
促
進
事
業
」

と
「
外
国
人
雇
用
対
策
事
業
」
を
継
続
し
、

雇
用
支
援
を
行
い
ま
す
。

を
促
進
し
担
い
手
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
担
い
手
推
進
員
を
配
置
し
、

相
談
窓
口
の
開
設
や
後
継
者
の
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
林
業
の
育
成

　
森
林
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
の
み
な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
や
水
源

の
涵
養
、
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
に
つ
な

が
り
ま
す
が
、
民
有
林
で
は
採
算
性
の
問
題

な
ど
に
よ
り
森
林
施
業
意
欲
が
減
退
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
て「
公
費
造
林
等
推
進
事
業
」を
創
設
し
、

森
林
所
有
者
の
施
業
意
欲
を
高
め
な
が
ら
森

林
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

◆
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

　
地
域
の
雇
用
を
担
う
ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

担
う
商
工
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、「
更
別
村
中
小
企
業
振
興
条
例
」
に
基

づ
き
積
極
的
に
施
策
を
進
め
ま
す
。
既
存
事

業
者
の
新
た
な
事
業
展
開
や
新
規
開
業
者
へ

の
支
援
な
ど
を
行
う
た
め
「
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
事
業
」
を
継
続
し
、「
中
小
企
業
利
子

補
給
事
業
」
で
経
営
の
基
盤
強
化
を
図
る
ほ

か
、
消
費
者
の
地
元
購
買
を
推
進
す
る
「
商

工
業
活
性
化
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

◆
観
光
関
連
の
Ｐ
Ｒ

　
サ
ー
キ
ッ
ト
場
を
は
じ
め
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
す
も
も
の
里
、

霧
氷
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
自
然
の
中
で
楽

◆
生
活
環
境
の
整
備

　
本
村
の
生
活
環
境
は
、
多
く
の
住
民
の
参

画
に
よ
り
良
好
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
自
然

や
美
し
い
景
観
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
、効
果
的
な
土
地
利
用
の
調
和
を
目
指
し
、

関
係
法
令
や
各
種
計
画
に
基
づ
い
た
土
地
利

用
を
進
め
ま
す
。

◆
住
宅
・
宅
地
の
供
給

　
宅
地
分
譲
は
、
既
存
の
分
譲
地
が
完
売
し

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
取
得
し
ま
し
た
用
地
を

新
た
な
宅
地
分
譲
地
と
し
て
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、上
更
別
市
街
の
民
間
分
譲
地「
オ

ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
連
携
を
継
続
し
、
定

住
化
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
民
間
住
宅
建
設
・
改
修
な
ど
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

定
住
人
口
の
確
保
・
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
は
「
更
別
村
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
く
改
築
や
改
修
に
つ
い

て
は
本
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、
引
き
続
き

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

◆
上
水
道
の
安
定
供
給

　
上
水
道
施
設
の
保
全
と
安
定
し
た
水
の
供

給
を
図
る
た
め
、
道
営
営
農
用
水
事
業
に
よ

る
老
朽
管
路
な
ど
の
更
新
に
取
り
組
む
ほ

か
、
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

◆
排
水
処
理
対
策

　
公
共
下
水
道
と
集
落
排
水
施
設
は
、
衛
生
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ま
た
、
医
療
や
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、住
民・

事
業
者
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

◆
障
が
い
者(

児)

福
祉
の
向
上

　
健
康
相
談
や
乳
幼
児
健
診
で
障
が
い
の
早

期
発
見
に
努
め
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
相
談
業
務
の
充
実
を
図
り
、
各
種
支

援
制
度
の
活
用
や
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た

め
の
日
中
活
動
支
援
事
業
や
相
談
支
援
業
務

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
は
、
民

間
法
人
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
取

り
組
み
を
進
め
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子

ど
も
な
ど
誰
も
が
日
常
的
に
交
流
し
て
相
互

に
個
性
を
尊
重
し
合
い
、
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
さ
ら
べ
つ
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち

構
想
」
に
位
置
づ
け
る
働
く
場
の
整
備
、
老

人
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
す
る
「
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
各
種
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
と
の
密
接
な
信
頼
・
協

力
関
係
を
築
き
、
高
度
な
応
急
処
置
が
で
き

る
認
定
救
急
救
命
士
を
養
成
し
、
救
急
高
度

化
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

◆
交
通
事
故
・
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

　
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
継
続
的
な
街
頭
指
導
、
高
齢
者
や
子
ど

も
た
ち
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
講
習
な

ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
確
保
は
、
村
生
活
安
全
推

進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て「
通
学
路
の
合
同
点
検
」を
実
施
し
、

児
童
や
生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
の
意
識
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
住
民
や
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
イ

ベ
ン
ト
時
や
歳
末
の
巡
回
指
導
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

◆
美
し
い
村
づ
く
り
の
実
現

　
村
環
境
美
化
推
進
協
議
会
と
の
連
携
に
よ

り
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
や
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
な
ど
を
実
施
し
、
景
観
保
全
・
環
境
美

化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
適
正
な
分

別
や
資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
清

潔
で
美
し
い
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
対
策
の

推
進
、
住
宅
や
事
業
所
用
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
導
入
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料

軽
減
事
業
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
な
ど
子
育
て
・
母
子
保
健
事
業
を
推

進
し
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
持
つ
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
童
保
育
所
の
増
築
が
３
月
に
完

成
し
、
受
入
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
に
策
定
し
た
第
２
期
「
子

ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
各
種

子
育
て
支
援
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
移
住
・
定
住
の
情
報
発
信
と
支
援

　
関
心
を
持
つ
方
へ
の
情
報
提
供
や
支
援
の

充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
自
然
環
境
や
暮
ら
し

や
す
さ
な
ど
魅
力
の
発
信
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
地
や
空
き
家
に
関
す
る
情
報

の
充
実
に
努
め
、
移
住
体
験
な
ど
を
通
し
て

移
住
・
定
住
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

◆
地
方
創
生
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
住
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
住
民
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
と
協

◆
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上

　
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
特
定
健
診
や
各
種
健
診

の
積
極
的
な
受
診
を
勧
め
、
健
診
率
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
予
備
群
の
方
を
対
象
に
、

生
活
改
善
や
保
健
指
導
に
よ
り
発
症
抑
制
や

重
症
化
予
防
を
進
め
る
ほ
か
、
糖
尿
病
と
関

連
す
る
歯
周
病
対
策
と
し
て
歯
科
検
診
の
受

診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
乳
幼
児
へ
の
各
種
予
防
接
種
を

推
進
す
る
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
助
成
に
よ
り
村
民
の
健
康
を
守
る

ほ
か
、
国
の
制
度
に
よ
る
風
し
ん
抗
体
検
査

を
Ｐ
Ｒ
し
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
安
全

を
図
り
ま
す
。

◆
安
定
し
た
医
療
の
確
保

　
国
保
診
療
所
は
、
医
療
法
人
北
海
道
家
庭

医
療
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
医
師
と
作
業
療
法
士

の
派
遣
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
村
民

が
安
心
で
き
る
医
療
体
制
を
構
築
し
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
疾
病
予
防
の
普
及
に
努

め
、
乳
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
何
か
あ

っ
た
ら
ま
ず
何
で
も
相
談
し
た
い
」
と
思
え

る
信
頼
さ
れ
る
診
療
所
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
の
養
成

に
資
す
る
べ
く
、
医
師
や
学
生
の
研
修
受
入

に
積
極
的
な
支
援
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
患
者
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

考
え
意
見
や
知
恵
を
出
し
合
う
場
と
し
て
行

政
区
懇
談
会
や
出
前
宅
配
便
を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
９
月
１
日
に
迎
え
る
開

村
75
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
更

別
村
七
十
五
年
史
」
の
編
さ
ん
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
村
の
歴
史
や
特
性
に
関
す
る

資
料
を
収
集
し
、
村
の
歴
史
を
次
代
へ
引
き

継
ぎ
明
日
の
村
づ
く
り
の
足
が
か
り
と
な
る

よ
う
、
編
さ
ん
作
業
を
進
め
ま
す
。

◆
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
限
ら
れ
た
職
員
数
で
効
果
的
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
柔
軟
で
弾
力
的
な

組
織
機
構
の
見
直
し
、
定
員
管
理
計
画
の
策

定
に
よ
る
計
画
的
な
職
員
数
管
理
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
個
々
の
資
質
・
処
理
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
の

実
施
に
よ
り
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
第
６
期
更
別
村
総
合
計
画
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
事
業
の
実
施
状
況
を
検
証

し
、
必
要
な
見
直
し
・
修
正
を
行
い
ま
す
。

　
多
様
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
、
施
策
を

着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
収
支

の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
財
政
運
営

を
行
い
、
財
源
の
確
保
や
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
活
用
、
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
に
よ
り
健

全
財
政
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
、
長
期
的
な
視
点
で
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
り
経
費
の
削

減
に
努
め
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

◆
医
療
費
な
ど
の
抑
制
推
進

　
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
や
生
活
習
慣
病

予
防
へ
の
指
導
、
疾
病
の
早
期
発
見・治
療
、

介
護
予
防
教
室
の
充
実
に
努
め
、
医
療
給
付

費
や
介
護
給
付
費
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
水
準
は

令
和
６
年
度
ま
で
段
階
的
に
全
道
統
一
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
が
定
め

る
標
準
税
率
の
適
用
に
向
け
て
、
本
村
の
国

保
加
入
者
数
や
所
得
状
況
な
ど
の
把
握
に
努

め
試
算
を
行
う
ほ
か
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図
り
ま
す
。

◆
防
災
力
の
向
上

　

被
害
を
最
小
化
し
迅
速
な
回
復
を
図
る

「
減
災
」
の
考
え
方
を
基
本
に
、
被
災
し
た

と
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重

視
し
、
経
済
的
被
害
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
、
災
害
時
の
社
会

経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
自
助
・
共
助
・
公

助
そ
れ
ぞ
れ
が
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

住
民
や
関
係
機
関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を

図
る
ほ
か
、
村
民
の
多
様
な
視
点
を
取
り
入

れ
た
防
災
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

◆
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　
地
域
の
実
情
に
的
確
に
対
応
し
、
災
害
発

生
時
の
初
動
体
制
の
強
化
や
、
消
防
力
の
充

実
と
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り

知
恵
を
出
し
合
う
ま
ち
づ
く
り

昨年９月開催のさらべつ版
生涯活躍のまちフォーラム

に
よ
る
医
療
と
介
護
関
係
者
の
連
携
促
進
を

図
る
ほ
か
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
た
患
者
の
希
望
に
応

え
る
退
院
支
援
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
歯
科
診
療
所
と
連
携
し
た
訪
問
診
療
事
業

な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
医

療
分
野
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
科
診
療
所
の
Ⅹ
線
装
置
を
Ｃ
Ｔ

に
更
新
し
、
よ
り
一
層
治
療
の
質
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

◆
地
域
で
支
え
合
う
福
祉

地
域
を
構
成
す
る
各
種
団
体
や
社
会
福
祉

法
人
な
ど
と
の
連
携
に
努
め
、
地
域
で
支
え

合
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
地
域
福

祉
を
担
う
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
策
定
し
た
「
更
別
村
地
域

福
祉
計
画
」
の
内
容
も
踏
ま
え
、
民
生
委
員・

児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
要
援
護
者
世
帯
へ

の
訪
問
や
支
援
、
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る

見
守
り
活
動
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
本
村
の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、
後
期

高
齢
者
と
い
わ
れ
る
75
歳
以
上
の
方
も
20
％

に
近
づ
い
て
い
る
中
、
要
支
援
・
要
介
護
の

認
定
者
数
の
増
加
と
介
護
給
付
費
の
増
大
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
予
防

事
業
や
健
康
教
室
な
ど
へ
の
参
加
に
よ
る
健

康
寿
命
の
延
伸
や
、
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
介
護
予
防

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
で
は
、「
十
勝
さ

ら
べ
つ
熱
中
小
学
校
事
業
」
が
、
関
係
人
口

の
創
出
や
移
住
、
起
業
な
ど
の
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
国
の
交
付
金
を

活
用
で
き
る
最
終
年
度
と
な
る
た
め
、
事
業

の
継
続
に
向
け
て
村
民
の
利
活
用
推
進
や
施

設
稼
働
率
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
さ
ら
べ
つ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
は
、

本
村
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
築
と
人

材
育
成
の
取
り
組
み
に
よ
り
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
す
。
調
査

結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
、
既
存
の
観
光
・
集

客
施
設
と
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
を
融
合
さ

せ
た
戦
略
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
「
さ
ら
べ
つ
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち
基
本
構

想
」
は
、
多
く
の
方
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き

検
討
を
進
め
て
お
り
、
人
材
の
配
置
な
ど
推

進
体
制
の
強
化
に
努
め
る
ほ
か
、「
村
民
誰

も
が
健
康
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
村

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

◆
交
流
の
場
の
充
実

　
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
方
に
、
交
流
の

機
会
や
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
結
婚
や
家
庭
を
築
く
意
識
の
醸
成
を
図

り
、
側
面
的
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
住
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く
り

　
住
民
と
行
政
と
の
間
で
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広

報
づ
く
り
に
努
め
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
を
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プ
役
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
体
制
を
強
化
し
て
、
取

り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
幼
児
教
育
の
充
実

　
幼
児
期
の
教
育
は
、
人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
た
め
に
重
要
で
、
幼
児
１
人
ひ
と
り
の

特
性
に
応
じ
、
発
達
に
即
し
た
指
導
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幼
児
の
生
活
全
体

が
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
常
に
指
導
計
画

の
改
善
を
行
う
ほ
か
、
家
庭
や
地
域
で
の
幼

児
期
の
教
育
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
学
校
給
食
の
推
進

　
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
を

図
る
た
め
、
栄
養
教
諭
が
中
心
と
な
っ
た
食

育
推
進
体
制
の
整
備
を
通
じ
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
ほ
か
、
地
元
食
材
を
給
食
に
用
い
て
郷
土

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
す
る「
ふ
る
さ
と
給
食
」

や
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
「
学
校
給
食
費
保
護
者
負
担
軽
減
助
成
」

を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
機
会
と

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
更
別
農
業
高
等
学
校
へ
の
支
援

　
村
の
花
す
ず
ら
ん
に
関
す
る
発
表
や
、
村

の
農
産
物
を
活
用
し
た
地
元
企
業
と
の
共
同

開
発
な
ど
地
域
と
結
び
つ
い
た
取
り
組
み
の

貢
献
度
は
高
く
、
特
別
支
援
教
育
の
顕
著
な

取
り
組
み
や
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
へ
の
出

場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
素
晴
ら
し
い

評
価
を
さ
れ
て
お
り
、
本
村
に
と
っ
て
極
め

　
　
　
が
国
は
、
情
報
技
術
の
飛
躍
的
な
進

　
　
　
歩
や
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
社
会
構

造
や
生
活
環
境
が
予
測
を
超
え
て
急
速
に
進

展
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
予
測
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

未
来
を
切
り
開
く
資
質
・
能
力
を
確
実
に
身

に
付
け
る
教
育
を
、
地
域
・
社
会
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
が
こ
れ
か
ら
も
維
持
・
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
な
が
ら
健
や
か
に
成
長

し
、
よ
り
よ
い
社
会
の
作
り
手
と
な
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
や
、
村
民
の
誰
も
が
心
豊

学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で
の
外
国
語
活
動
・
授

業
や
、
英
会
話
教
室
・
国
際
交
流
講
座
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ(

国
際
協
力
機
構)

と
連
携
し
た
交

流
事
業
な
ど
と
合
わ
せ
て
取
り
組
み
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
宮
城
県
東
松
島
市
と
の
「
ど
ん
ぐ
り
子
ど

も
交
流
事
業
」
は
本
村
で
開
催
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
す
。

　
青
年
教
育
は
、
青
年
団
体
な
ど
が
主
体
的

に
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
通
じ
て
、
将
来
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
青
年
の
育
成
を
継
続
し
ま
す
。

　
成
人
教
育
は
、
住
民
が
自
主
的
に
参
加
し

生
活
環
境
や
自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
る
社
会

教
育
講
座
を
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。
中
札

内
村
と
の
連
携
事
業
を
含
め
、
幅
広
い
年
齢

層
に
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
を
行
い
、
本

村
の
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
教
育
は
、「
末
広
学
級
」を
継
続
し
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
中
札
内
村
と
の

交
流
や
学
習
成
果
の
発
表
な
ど
社
会
参
加
を

通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興　

　
本
村
の
文
化
活
動
は
各
種
サ
ー
ク
ル
の
ほ

か
、
郷
土
芸
能
伝
承
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
連
動

し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
行
い
、

各
団
体
の
活
動
活
性
化
を
図
り
、
文
化
活
動

が
衰
退
し
な
い
よ
う
に
支
援
を
続
け
ま
す
。

　
「
総
合
誌
さ
ら
べ
つ
」
は
、
一
般
文
芸
作

品
の
ほ
か
に
１
年
の
出
来
事
や
子
ど
も
た
ち

の
想
い
を
取
り
ま
と
め
た
本
村
唯
一
の
文
化

機
関
紙
で
す
。
本
村
の
文
化
振
興
の
一
翼
を

担
う
本
誌
の
発
刊
を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
「
村
総
合
文
化
祭
」
は
、
発
表
す
る
側

も
見
る
側
も
参
加
す
る
こ
と
で
村
全
体
の
文

化
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
図
書
室
は
、
村
民
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
、
蔵
書
の
適
正
な
管
理
と
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
本
と
触
れ
合
え
る
機
会
を
増
や
す
た
め

に
、
認
定
こ
ど
も
園
上
更
別
幼
稚
園
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
で
の
移
動
図
書
の
取
り
組
み
や
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
北
海
道
天
然
記
念
物
ヤ
チ
カ
ン
バ
は
、
保

全
の
調
査
を
行
う
ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
文
化
財
保
護
に
努
め
、
ふ
る
さ
と
教
育

の
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

活
動
は
活
発
で
あ
り
、
村
内
大
会
も
積
極
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
も
、
保
護
者
を
は
じ
め
学
校
や
地

域
の
深
い
理
解
の
も
と
に
、
熱
心
な
指
導
と

活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
主
的
な
活
動
支
援
に
努

め
る
ほ
か
、
村
民
が
日
常
的
に
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

か
に
、
い
つ
ま
で
も
生
活
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
学
び
続
け
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
更
別
村
教
育
委
員
会
で
は
、
総
合
教
育
大

綱
や
第
６
期
更
別
村
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
連
携

体
制
を
構
築
し
な
が
ら
、
本
村
の
教
育
の
充

実
・
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
道
内
で
感
染
が
続
い
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
国
や
道
の
要
請
を
十
勝
全
体
の
問

題
と
し
て
受
け
止
め
、
子
ど
も
た
ち
に
混
乱

と
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進

我

教育行政執行方針教育行政執行方針
令和２年度令和２年度

◆
教
育
内
容
の
充
実
と
教
育
環
境
の
整
備　

　
現
代
社
会
で
は
、
情
報
や
情
報
技
術
を
主

体
的
に
選
択
し
活
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
急
速
に
普
及
し
、
利
用
も
低
年
齢
化
す

る
中
、
ト
ラ
ブ
ル
も
増
大
し
て
お
り
、
適
切

か
つ
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
情
報
モ
ラ
ル

の
定
着
も
重
要
で
す
。
社
会
生
活
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

を
日
常
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
る
中
で
、
学
校
生

活
や
学
習
で
も
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で

き
る
環
境
を
整
備
し
活
用
す
る
た
め
に
、
国

の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
沿
っ
て

小
中
学
校
の
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と
児

童
生
徒
へ
の
１
人
１
台
の
情
報
端
末
を
整
備

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
事
業
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
知
識
の
質
を
高
め
確
か
な
学
力
を

育
む
た
め
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
な

ど
の
結
果
を
分
析
し
、
主
体
的
・
対
話
的
な

学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
推
進
す

る
ほ
か
、
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の

確
立
を
促
進
し
ま
す
。

　
小
学
校
の
外
国
語
教
育
の
教
科
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置

や
教
職
員
の
研
修
の
充
実
に
取
り
組
み
、
社

会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤

と
な
る
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運
動
能
力

の
向
上
を
目
指
し
、
学
校
の
体
育
・
保
健
授

業
の
改
善
と
体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
一
層

推
進
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
運
動
機
会
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
向
け
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
配
置
す
る
な
ど
支
援
体
制
の
整
備
・
充

実
を
進
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
長
期
的
な
維
持
管
理
を

適
切
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、
更
別
中
央

中
学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査
を
行
い
、
整
備

方
針
の
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
新
学
習
指
導

要
領
の
本
格
実
施
に
向
け
て
「
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
の
た
め
に
、
専
門

の
知
識
を
有
す
る
学
校
教
育
指
導
主
事
を
中

札
内
村
と
共
同
設
置
し
、
指
導
と
助
言
を
行

う
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を
要
す
る
児

童
生
徒
へ
の
適
切
な
指
導
や
支
援
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
体
制
を

強
化
し
、
各
学
校
間
は
も
と
よ
り
学
校
と
家

庭
・
地
域
・
関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し
て
取

り
組
む
体
制
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
１
人

ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
各
学
校

で
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
学
校
活
動

へ
の
理
解
と
協
力
の
体
制
を
確
立
す
る
ほ

か
、
包
括
す
る
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
委
員
会
で
の
意
見
交
換
・
情
報
共
有
や
、

村
の
目
指
す
子
ど
も
の
姿
の
熟
議
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
と
学
校
が
子
育
て
の
目
標
を
共

有
し
、
総
が
か
り
で
協
力
し
て
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
の
醸
造
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学

校
と
地
域
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
パ
イ

て
重
要
な
高
等
学
校
で
あ
る
た
め
、
教
育
振

興
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、寮
生
の
土・

日
・
祝
日
の
取
り
扱
い
は
、
村
内
に
滞
在
で

き
る
支
援
を
継
続
し
、
遠
方
か
ら
入
学
を
希

望
す
る
生
徒
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

　
自
然
災
害
な
ど
か
ら
身
を
守
る
能
力
な
ど

の
育
成
に
向
け
た
安
全
教
育
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
な

ど
の
学
校
防
災
体
制
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
村
生
活
安
全
推
進
協

議
会
な
ど
地
域
と
連
携
し
た
通
学
路
な
ど
の

安
全
対
策
の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
学
習
環
境
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向
け
た
事
業

や
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も
夢
基
金

事
業
」
を
運
用
し
た
新
規
事
業
を
推
進
す
る

ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
活
用

し
、
地
域
の
教
育
資
源
の
発
掘
と
提
供
に
努

め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
・
協
力
の
も

と
少
年
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進
の
た
め
、
国
際

感
覚
を
持
ち
自
発
的
に
考
え
て
行
動
す
る
人

材
の
育
成
を
目
的
に
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
海
外
研
修
を
実
施
し
、
異
文
化
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
積
極
性
を
育
む

機
会
を
提
供
し
ま
す
。
国
際
交
流
員
に
よ
る

社
会
教
育
の
推
進
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●問い合せ　産業課林務係　☎ 52 ー 2115

火入れに関する要件が一部変更されました
　「更別村火入れに関する条例」を改正し、火入れに関する要件を一部変更しましたので、従来の火入れの要件と
合わせてお知らせします。

◆造林のための地拵
ごしら
え

◆開墾準備 (山野などを新しく畑にするための準備 )
◆害虫駆除
◆焼畑
◆採草地の改良 (自然の草地などを放牧や採草に利用できるようにするための火入れ )

※農業や林業、漁業を営むためにやむを得ない廃棄物の焼却が許可の対象です

火入れの目的

火入れの許可

　森林法第 21条の規定により、森林または森林の周囲１キロメートル範囲内で火入れを行う場合は「更別村
火入れに関する条例」に基づく許可が必要になります。
　許可を受けようとする方で、下記の目的で火入れをする方が対象です。

火入れに関するＱ＆Ａ

いつまでに申請すれば良いですか？

「火入れを開始する日」までに申請してください。

Ｑ

どのように申請すれば良いですか？

産業課林務係で「火入許可申請書」に必要事項を記入していただきます。
なお、今回の改正で「申請者 ( 法人を除く ) が自署する場合は押印不要」となりました。

Ｑ

申請していただいた後に「火入許可証」を交付します。「火入れの許可を受けた方に許可証が届いてから」
火入れを行うことができます。火入許可証は「必ず携帯」して火入れを行ってください。

申請したらすぐ火入れをしても良いですか？Ｑ

申請分の火入れが終了した時点または火入れの許可期間 ( 最大 10日間 ) が経過した時点で「無効」となり
ますので、返却する必要はありません。

火入れが終わった後に火入許可証の返却は必要ですか？Ｑ

注意点

◆土・日・祝日は許可証の交付ができません。日数に余裕を持って申請してください。
◆許可期間内でも、強風注意報または火災警報が発令されたときや、その他危険と思われる日は火入れを行わ
　ないようにしてください。
◆火入れは日の出後から日没までに終えてください。
◆火入れ前に更別消防署 (☎ 52 ー 2201)に連絡して、指導を受けてください。
◆火入れ中は責任者に必ず連絡が取れるようにしてください。

入院したら「医療と介護の相談窓口」をご活用ください

　村地域包括支援センターでは、高齢者の幅広い総合相談を受け付けています。
　令和元年度からは、この相談体制を強化するため、新たに「医療と介護の相談窓口」を設置し、医療・介護関係
者からの相談をはじめ、国保診療所や村外の病院に入院した高齢者のサポートをしています。

入院したら「医療と介護の相談窓口」をご活用ください

◇もしも入院することになったら……

●介護認定を受けていて、担当ケアマネジャー (ケアマネ )がいる方

●介護認定を受けていない方

●介護認定を受けてはいるが、担当ケアマネがいない方

担当ケアマネへ連絡

「医療と介護の相談窓口」へ連絡

まずは連絡を！

◇「医療と介護の相談窓口」とは？

　国保診療所や村外の病院に入院した高齢者に対し、入院中から村の保健師がコーディネーターとして本人・
ご家族の相談にのり、病院・関係機関と連携をとりながら、安心して退院できるようサポートします。

(福祉の里総合センター内
保健福祉課包括支援係 )

☎ 53− 3000
医療と介護の相談窓口

○本人の病状、退院後の生活の意向確認

○介護保険の申請手続きの相談、介護認
　定調査

○在宅医療・介護サービス提供の調整

○自宅環境の確認・家屋評価　　　 など

○在宅医療・介護サービスの紹介
○在宅療養に関する相談
○主治医説明などへの同席

主な支援内容

コーディネーター
三浦　聡美　保健師

入院中の医療機関を訪問し、
「末期がんだけど家で過ごしたい」
「医療的なケアが必要だけど家に帰りたい」
「家族と一緒に過ごしたい」 など
本人・ご家族の意向をお聞きして病状や生活に
合わせて支援していきます！

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp
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10各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

　旅立ちの季節３月。村内の学校や幼稚園、保育園でそれぞれ
卒業式、卒園式が行われました。子どもたちは、仲間や家族へ
の感謝の気持ちと新たな出会いへの期待を胸に歩み始めます。

卒業式・卒園式

３/26　認定こども園上更別幼稚園

３/23　更別小学校

３/13　更別中央中学校

３/２　更別農業高等学校３/22　どんぐり保育園

３/24　上更別小学校

３/25　更別幼稚園



☎

☎

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
春
と

秋
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
平
成
31

年
４
月
に
は
山
菜
採
り
で
の
人
身
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

北
海
道
で
は
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
を
ヒ
グ
マ
特
別
注
意
期
間
と

定
め
、注
意
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
山
す
る
と
き
は
「
１
人
で
は
野

山
に
入
ら
な
い
」、「
事
前
に
ヒ
グ
マ

の
出
没
情
報
を
確
認
す
る
」、「
食
べ

物
や
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
」
な
ど

の
ヒ
グ
マ
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
5

　
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
、
職
場
で
の
男

女
差
別
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
女
性
の
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

４
月
15
日(

水)

、７
月
15
日(

水)

、

　
９
月
16
日(

水)

、11
月
18
日(

水)

　
各
日
と
も
13
時
30
分
か
ら
15
時
30

　
分
ま
で(

最
終
受
付
15
時
00
分)

と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
会
議
室

　

(

帯
広
市
西
４
条
南
13
丁
目
１
番
地)

女
性
の
方
の
み

無
料

事
前
予
約
不
要

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
24
・
５
８
５
３

　
帯
広
厚
生
病
院
で
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
の
希
望
者
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
や
が
ん
の

早
期
発
見
の
た
め
に
も
、
年
１
回
の

健
診
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。　

40
歳
以
上
で
事
業
所
健
診
を
受
診

　
さ
れ
な
い
方

●
受
診
可
能
枠

【
男
性
】

５
月
８
日(

金)

・
12
日(

火)

・

　
20
日(

水)

・
29
日(

金)

、
６
月

　
30
日(

火)

、
12
月
７
日(

月)

【
女
性
】

　
５
月
22
日(

金)

、12
月
24
日(

木)

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
村
で
は
、
良
質
な
水
道
水
を
供
給

す
る
た
め
毎
年
度
「
水
道
水
質
検
査

計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
の
計
画
内
容
や
こ
れ
ま
で
の
検
査

結
果
を
建
設
水
道
課
窓
口
と
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
水

道
水
の
検
査
計
画
・
結
果
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
５
２
０
０

12各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

８
月
25
日(

火)

　
13
時
30
分
か
ら
16
時
00
分
ま
で

帯
広
市(

会
場
は
受
験
票
で
通
知)

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す
る

　
者
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物

　
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、

　
学
校
、
病
院
な
ど
の
施
設
ま
た
は

　
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

　
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
お
い
て
、
５

　
月
22
日(

金)

ま
で
に
２
年
以
上
調

　
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

６
９
０
０
円
の
北
海
道
収
入
証
紙

　
を
納
入

５
月
11
日(

月)

か
ら
22
日(

金)

　
ま
で

※
受
験
願
書
は
４
月
上
旬
か
ら
配
布

　
予
定

帯
広
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
27
・
８
６
３
８

　
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
で
は

令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
採
用
資
格
試
験
を
５
月
下
旬

頃
に
実
施
予
定
で
す
。

　
試
験
案
内
は
、
４
月
中
旬
頃
に
消

防
局
総
務
課
と
十
勝
管
内
各
消
防

署
、
帯
広
市
役
所
１
階
総
合
案
内
で

配
布
予
定
で
す
。

　
種
様
式
も
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

　
毎
年
５
月
中
旬
に
、
特
別
徴
収
義

務
者
の
方
へ
村
・
道
民
税
特
別
徴
収

税
額
の
決
定
通
知
書
な
ど
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
従
業
員
の
方
が
４
月

以
降
に
所
得
税
確
定
申
告
書
や
村
・

道
民
税
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
場

合
、
当
初
送
付
す
る
決
定
通
知
書
な

ど
に
は
申
告
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
改
め
て
税
額
の
変
更
通
知
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　　
令
和
２
年
度
に
課
税
さ
れ
る
固
定

資
産
税
の
内
容
を
記
載
し
た
帳
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す
。縦
覧
で
き
る
方
は
、

固
定
資
産
の
所
有
者
と
納
税
管
理
人

な
ど
の
関
係
者
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　
７
月
31
日(

金)

ま
で

●
縦
覧
場
所

　
役
場
住
民
生
活
課

住
民
生
活
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
2

　
国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
公

的
年
金
制
度
で
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

方
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
は
職
業
に
よ
っ
て
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
将

来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
号
被
保
険
者

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
者
や

　
自
営
業
者
、学
生
、フ
リ
ー
タ
ー
、

　
無
職
の
方
な
ど
で
す
。
加
入
手
続

　
き
は
、
ご
自
身
で
住
所
地
の
役
場

　
の
国
民
年
金
窓
口
で
行
い
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金

　
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
加

　
入
手
続
き
は
、
勤
務
先
が
行
い
ま

　
す(

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、

　
第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

　
保
険
者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
手

　
続
き
を
お
願
い
し
ま
す)

。

◆
第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

　
い
て
、
年
収
１
３
０
万
円
未
満
の

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
の

　
方
で
す
。
加
入
手
続
き
は
、
第
２

　
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し

13 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額

　

に
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
修
正
申
告
書
は
、
税
務
署
長
に
よ

　
る
更
正
が
あ
る
ま
で
に
作
成
し
、

　
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
修
正
申
告
で
新
た
に
納
め
る
税
額

　
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

　

(

納
期
限)

ま
で
に
、
延
滞
税
と
合

　
わ
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

　
修
正
申
告
で
新
た
に
納
め
る
税
額

　
に
は
、
法
廷
納
期
限
の
翌
日
か
ら

　
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
の
延
滞

　
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

　
だ
け
早
く
申
告
・
納
付
す
る
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
修
正

　
申
告
を
す
る
場
合
や
税
務
署
長
が

　
更
正
を
行
う
場
合
に
は
、
加
算
税

　
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

　
い
た
と
き
は
で
き
る
だ
け
早
く
申

　
告
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ

　
ら
ず
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

　
は
税
務
署
長
が
所
得
金
額
や
税
額

　
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
税
務
署

　
長
が
決
定
を
行
う
場
合
や
申
告
期

　
限
に
遅
れ
て
申
告
し
た
場
合
な
ど

　
に
は
、
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る
場

　
合
が
あ
る
ほ
か
、
法
廷
納
期
限
の

　
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
延
滞
税

　
を
合
わ
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
あ
た
っ
て

　
確
定
申
告
書
や
修
正
申
告
書
、
更

　
正
の
請
求
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
る
ほ
か
、
各

　
て
行
い
ま
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の
方

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
な
ど
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
保
険
料
を

納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

し
て
、
税
の
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛

金
納
付
、
老
後
に
国
民
年
金
の
上
乗

せ
年
金
と
し
て
受
け
ら
れ
る
公
的
な

年
金
で
す
。
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
や
海
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で

国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　
　
☎
０
１
２
０
・
65
・
4
1
9
2

　
●
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い
税

　
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。
請
求
内
容
が
正
当
と
認

　
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
し
い
税
額

　
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
各
年
分
の
法

　
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
以
内
に
更

　
正
の
請
求
書
を
作
成
し
、
税
務
署

　
詳
細
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
試
験
区
分(

予
定)

　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命
士

●
採
用
人
数
・
試
験
日
程
・
申
し
込
み

　
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

と
か
ち
広
域
消
防
局
庁
舎　
ほ
か

　

(

帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目)

と
か
ち
広
域
消
防
局

　
　
　
　
　
　
総
務
課
人
事
給
与
係

　
帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目
３
番
地
１

　
消
防
局
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　
　
　
☎
26
・
９
１
２
１

※
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
７
１
８

国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験

(

前
期)

の
お
知
ら
せ

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

募
集
項
目
受
付
期
間

試
験
日

一般曹候補生
(男・女 )

５月 15日 ( 金 )
　　　　　まで

１次
　５月 23日 ( 土 )
２次
　６月 28日 ( 日 )

自衛官候補生
(男・女 )

６月３日 (水 )
　　　　まで

６月７日 (日 )

固
定
資
産
の
帳
簿
が

縦
覧
で
き
ま
す

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果
を

閲
覧
で
き
ま
す

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

春
は
ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
を

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
基
金

個
人
住
民
税
特
別
徴
収

義
務
者
の
み
な
さ
ん
へ

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
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　農地の転用には許可が必要です
許可を受けない無断転用は農地法違反です !!

　農地を農地以外のものにすることで、例えば住宅や
農業用施設、道路などの用地に転換することです。

　農業生産の基盤である農地は、食料の安定的供給を
図る上で重要な役割を担っています。
　優良な農地を確保し、農地の利用関係を調整するこ
とにより、農業生産の増大を図るため、農地の転用に
は農地法の許可が必要となっています。

　農地を転用する場合、４㌶以下の転用は村農業委員
会長、４㌶超の転用は北海道知事の許可が必要です。
　転用する面積や事業の目的などにより申請から許可
までの期間が異なりますので、農地転用の計画がある
場合はお早めに農業委員会までご相談ください。

　一時的に資材置き場などに利用する場合や、農地の
砂利・土砂を採取する場合も転用に該当しますので、
許可が必要です。

地の転用とは？農

ぜ許可が必要？な

地を転用したいときは？農

時的な農地転用は？一
●問い合せ
　農業委員会事務局　☎ 52 ー 2116

　許可を受けない転用は農地法違反となり、工事の中
止や原状回復などの措置を命ずることがあります。
　これに従わない場合は、３年以下の懲役または
300万円以下 ( 法人は１億円以下 )の罰金などの罰則
が適用される場合があります。

　村内のほとんどの農地は、農業振興地域整備計画の
農用地区域に指定されているため、その区域内の農地
を転用することは原則として認められていません。
　農地を転用する場合は、農用地区域からの除外また
は用途変更が必要です (役場産業課が窓口です )。

　農地の転用だけでなく、売買や貸借の予定がある場
合は、お早めに農業委員会までご相談ください。

可を受けない転用は？許

用手続きの前に確認を！転

ずは農業委員会へ相談を！ま

　
消
防
・
防
災
活
動
に
長
年
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
て
き
た
更
別

消
防
団
の
太
田
智
範
団
長
と
田

中
康
雄
副
団
長
が
３
月
31
日
で

退
団
さ
れ
、
４
月
１
日
、
新
た

な
団
長
に
水
口
光
浩
さ
ん
、
副

団
長
に
佐
藤
隆
さ
ん
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
団
長
在
任
中
に

北
海
道
消
防
協
会
の
理
事
も
務

め
、「
団
員
と
し
て
45
年
、
団

長
を
17
年
に
わ
た
り
全
う
で
き

た
の
は
、
消
防
団
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
新
団
長
に
は
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
想
定

外
の
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
団
員
と
協
力
を
深
め
て

団
を
率
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
、
水
口
さ
ん
は
「
太
田
前

団
長
が
築
い
て
き
た
団
を
引
き

継
ぎ
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
防

火
・
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
、
基
本
に
忠
実
に
訓

練
を
重
ね
、
消
防
団
活
動
に
ま

い
進
し
ま
す
」
と
就
任
に
あ
た

り
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

(

写
真
左
か
ら
太
田
前
団
長
、

西
山
村
長
、
水
口
新
団
長)

　
更
別
消
防
団
新
体
制
に

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

15 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp
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人事異動のお知らせ
　４月１日付の人事異動と、３月31日付の退職者をお知らせします。　※ (　) 内は異動前の部署

◇会計管理者兼出納課長 (保健福祉課長 )
安部　昭彦

◇建設水道課長 (住民生活課長 )
佐藤　成芳

◇住民生活課長 (会計管理者兼出納課長 )
小野寺達弥

◇保健福祉課長 (建設水道課長 )
新関　　保

◇子育て応援課長
(住民生活課長補佐兼住民活動係長兼広報統計係長兼環境衛生係長 )

石川　　亮
◇企画政策課参事 (北海道から派遣 )

髙田　大資
◇診療所総看護師長 (診療所総看護師長兼看護係長 )　

西岡　康子
◇産業課長補佐兼商工労働観光係長(教育委員会学校給食センター主幹)

渡辺　秀樹
◇住民生活課長補佐兼環境衛生係長(産業課長補佐兼商工労働観光係長)

岡田　昌展
◇子育て応援課長補佐 (総務課長補佐 )　

桒𠩤　利全
◇診療所看護係長 (診療所看護係主任 )

瀬藤　美奈
◇保健福祉課介護保険係長 (総務課庶務係長 )

鑓水　千惠
◇保健福祉課国保医療係長(保健福祉課介護保険係長)

留田　慎二
◇住民生活課住民活動係長兼広報統計係長(産業課農業基盤係主任)

山角　竹志
◇総務課庶務係長 (保健福祉課包括支援係長 )

知本　真也
◇保健福祉課包括支援係長 (保健福祉課包括支援係主任 )

竹村　友美
◇住民生活課住民活動係兼広報統計係兼環境衛生係主任
　( 教育委員会社会教育係主任 )

柴田真奈美
◇産業課農業基盤係主任
(住民生活課住民活動係兼環境衛生係兼広報統計係主任)

武川　泰幸
◇総務課財政契約係主任(住民生活課戸籍窓口係主任)

永井　有美
◇産業課商工労働観光係主任 (総務課庶務係主事 )

中川　昇伍
◇総務課庶務係主事 (産業課商工労働観光係主事 )

石井悠一郎
◇保健福祉課介護保険係兼福祉係主事
　(住民生活課住民税係兼資産税係主事 )

中條　百絵
◇住民生活課住民税係兼資産税係主事
　(子育て応援課母子保健係兼子育て応援係主事 )

荒 　奏美

◆更別村人事

◇事務局長(教育委員会教育次長兼学校給食センター所長)
川上　祐明

◆更別村農業委員会人事

◇庶務係長 (警防係長 )
九本　伸二

◇警防係長 (庶務係長 )
山角　友幸

◇警防係主任補 (庶務係主任補 )
石山　政一

◇庶務係員 (救急救助係員 )
小丹枝拓也

◇救急救助係員 (警防係員 )
佐々木大地

◆とかち広域消防事務組合更別消防署人事

◇警防係員
奥平　竜騎

新規採用

◇産業課畜産係主事補
(住民生活課住民活動係兼環境衛生係兼広報統計係主事補 )

佐々木陸人

◇子育て応援課認定こども園上更別幼稚園準職員
松田みずき

◇子育て応援課認定こども園上更別幼稚園準職員
西村知沙都

◇子育て応援課更別幼稚園準職員
新田　　萌

退職

◇学校給食センター所長 (子育て応援課長 )
宮永　博和

◇教育次長 (農業委員会事務局長 )
小林　浩二

◇主幹兼社会教育係長(主幹兼学校教育係長兼社会教育係長)
伊東　秀行

◇学校教育係長 (保健福祉課国保医療係長 )
大塚　貴史

◆更別村教育委員会人事

◇指導参事
山上　文博

退職

◇指導参事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西田　茂生

新規採用

◇子育て応援課認定こども園上更別幼稚園フルタイム会計年度任用職員
笹田まどか

新規採用



　令和３年の成人式実行委員を募集します。実
行委員になって出席者の思い出に残る式典を企
画してみませんか？ご応募お待ちしています。

●対　　象
　平成 12年４月２日から平成 13年４月１日
までに生まれた方

●問い合せ　
教育委員会事務局社会教育係　☎ 52ー 3171

総合誌「さらべつ」の
原稿を募集します

●応募資格
　村内の方、過去に住まわれた方など村にゆかりの
ある方
●募集作品
　提言・論説／文芸作品 (小説・詩・俳句・随筆など )
／芸術 ( 書道・絵画など ) ／腕自慢 ( 農作物・家畜な
ど )／更別物語 ( 昔話・回顧録・歴史など )／その他
(旅行記・生活記録など )
※文面以外の作品は写真出展となります。
●応募方法
　教育委員会で用意する原稿用紙 20 枚以内に住
所、氏名を明記してお寄せください。
　短歌・川柳・俳句・詩以外には旧漢字や旧仮名遣
いを用いないようご留意ください。
※応募用紙はお返しできません。必要な方はコピー
　をお取りください。
●応募期限
　９月 30日 ( 水 )
●問い合せ　
　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 ー 3171

成人式の実行委員を
募集します

令和２年成人式実行委員のみなさん

農
業
ク
ラ
ブ
新
執
行
部
か
ら

会
　
長
　
生
活
科
学
科
３
年

　
高
田
琴
子

　

農
業
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
そ
し
て
東

北
海
道
連
盟
の
会
長
と
し
て
、
ク
ラ

ブ
員
や
執
行
部
１
人
ひ
と
り
の
個
性

を
活
か
し
、意
欲
を
高
め
ら
れ
る﹁
さ

ら
の
う
農
ク
﹂
に
し
て
い
き
ま
す
。

会
　
計
　
農
業
科
２
年
　
氏
家
友
太
郎

　

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
大

変
で
す
が
、
良
い
農
業
ク
ラ
ブ
に
な

る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

書
　
記
　
農
業
科
２
年
　
宮
田
優
作

　

農
業
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
執
行
部
に

は
所
属
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ま

だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

会
　
計
　
生
活
科
学
科
２
年

　
戸
館
夏
美

　

農
業
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
分
か
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
先
輩
方
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

副
会
長
　
農
業
科
３
年
　
平
田
恭
介

　

農
業
ク
ラ
ブ
副
会
長
と
し
て
会
長

を
支
え
、
執
行
部
と
し
て
し
っ
か
り

活
動
し
、
ク
ラ
ブ
員
全
員
が
活
躍
で

き
る
ク
ラ
ブ
作
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

書
　
記
　
生
活
科
学
科
２
年

髙
木
麻
衣

　

初
め
て
で
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
執
行
部
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
先
輩
方
と
協
力
し
て
頑
張

り
ま
す
。

広
報
委
員
長

生
活
科
学
科
３
年

　
菅
原
早
久
良

　

執
行
部
の
皆
と
協
力
し
、
農
業
ク

ラ
ブ
活
動
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定
委
員
長

生
活
科
学
科
３
年

　
池
田
菜
奈
子

　

Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定
委
員
長
と
し
て
も
執

行
部
と
し
て
も
、
さ
ら
の
う
農
ク
の

活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

事
業
委
員
長

生
活
科
学
科
３
年

　
宮
井
寛
斗

　

今
年
度
、
先
輩
か
ら
事
業
委
員
長

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
執
行
部
と
し
て
の
仕
事
を
こ
な
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

監
　
査
　
生
活
科
学
科
２
年

　
山
越
夢
子

　

ク
ラ
ブ
員
が
農
ク
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

監
　
査
　
農
業
科
２
年
　
村
瀨
晃
亮

　

３
大
事
業
を
円
滑
に
運
営
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
だ
執
行

部
に
入
っ
て
間
も
な
い
で
す
が
、
精

一
杯
努
力
し
て
、
農
業
ク
ラ
ブ
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
い
で
す
！

ス
ポ
ー
ツ
す
る
人
の
た
め
の

リ
カ
バ
リ
ー
ご
は
ん

(

河
合　

彰
子)

児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『アスリートキッズの

未来ごはん』

　浮田　浩明／著

スポーツを頑張る子ど

もたちのことを考えて

作られたレシピ集。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ
お知らせ

◆大型連休中の休館日について
　改善センター図書室では、下記の日は休館します。ご

迷惑をお掛けしますが、何卒ご了承ください。

文学・一般書

今月の展示

■一般書コーナー

　『新社会人の本』

■児童書コーナー

　『さくらのえほん』

　【４月】28日 ( 火 )、29日 ( 水 )
　【５月】 5日 ( 火 )、 6日 ( 水 )

ぼ
く
の
帰
る
場
所

(

Ｓ．

Ｅ
．

ヂ
ュ
ラ
ン
ト)
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都
道
府
県
か
ん
た
ん

英
語
で
ふ
る
さ
と
紹
介

(

石
川
め
ぐ
み)

見
て
び
っ
く
り

肉
食
と
草
食
の
動
物

(

盛
口　
　

満)

森
の
診
療
所
も
の
が
た
り　

(

竹
田
津　

実)
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

み
え
な
い
ま
ん

(

や
な
せた

か
し)

み
ー
ん
な

ね
ち
ゃ
っ
た
？

(

オ
ー
ド
レ
イ
・

プ
シ
ェ)

か
べ
の
す
き
ま　

(

中
西　
　

翠)

と
お
く
に
い
る
か
ら
だ
よ

(

く
り
は
ら

た
か
し)

く
ま
く
ま
パ
ン

い
ち
に
ち
パ
ン
や
さ
ん

(

西
村　

敏
雄)

み
ー
ん
な

だ
い
っ
キ
ラ
イ

(

ナ
オ
ミ
・

ダ
ニ
ス)

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

モ
ン
ス
タ
ー

(

ア
ン
ナ
・

ケ
ン
プ)

ス
モ
ン
ス
モ
ン

(

ソ
ー
ニ
ャ
・

ダ
ノ
ウ
ス
キ)

私
は
誰
も
看
た
く
な
い　

(

小
原　

周
子)

ア
ン
チ
整
理
学　

(

森　
　

博
嗣)

い
も
う
と　
　
　

(

赤
川　

次
郎)

背
中
の
蜘
蛛　
　

(

誉
田　

哲
也)

ツ
ナ
グ　
　
　
　

(

辻
村　

深
月)

心
と
カ
ラ
ダ
を
整
え
る

お
と
な
の
た
め
の
１
分
音
読

(

山
口　

謠
司)

日
本
一
美
味
し
い

の
り
弁
の
つ
く
り
方

(

杵
島　

直
美)

地
域
お
こ
し
協
力
隊

10
年
の
挑
戦

(

小
田
切
徳
美

椎
川　
　

忍

他)

稼
げ
る
！
農
家
の
手
書
き

Ｐ
Ｏ
Ｐ
&
ラ
ベ
ル
作
り

(

石
川　

伊
津)

大
酒
飲
み
の
決
断

し
ら
ふ
で
生
き
る

(

町
田　
　

康)

へ
ん
な
名
前
の
植
物　

(

藤
井　

義
晴)

グ
ッ
ド
バ
イ　
　

(

朝
井
ま
か
て)

ほ
ん
と
う
の
ト
コ
ロ
、

認
知
症
っ
て
な
に
？

(

山
川
み
や
え
他)
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関せ
き
根ね

　
一い
ち
凛か 
ち
ゃ
ん

平
成
31
年
4
月
5
日
生

曙
町

　好奇心旺盛で家中イタズラするの

が大好きな一凛。

　曲に合わせてノリノリ♪ダンスが

得意です !(^^)!
　これからも元気一杯、笑顔一杯に

すくすく育ってね！

　　　　　　　　　　　　清久・泉

コミュニティプール開館！

●開館期間・時間
　５月１日 (金 )〜９月 30日 ( 水 )
　10時 00分〜 20時 00分
　火曜日休館 (７・８月は休館日なし )
※新型コロナウイルス感染症への対策により
　変更になる場合があります。
●使用料 (※今年度から改定しました )
　大人310円、高校生210円、小中学生100円
※村内に居住する高校生以下の方、更別農業
　高校生は無料。

　開館初日は無料開放しますので、多くの方
のご利用をお待ちしています。

●問い合せ　
　教育委員会事務局社会教育係
　☎ 52− 3171

◆事故防止のため「遊泳50分」、「休憩10分」
　を守ってください。
◆衛生上の理由から、プールに入るときは水
　着に着替え、シャワーを浴びてください。
◆浮き輪やおもちゃは持込禁止です。浮き輪
　などは備え付けのものを利用してください。

注意事項

総人口

3,161 人
（＋ 3 人）

男性

1,559 人
（＋ 3 人）

女性

1,602 人
（± 0 人）

世帯数

1,326世帯
（± 0 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　644 日 (3 月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　国内で新型コロナウイルスに便乗して個人情

報を盗み取ろうとするメールが送られています。

　内容は「マスク販売」や「無料配布」などと

記載されており、文中のＵＲＬにアクセスさせ

た後、クレジットカード情報を不正に盗み取ろ

うとするものです。

　ＵＲＬが記載されたメールが届いたときは、

むやみにアクセスしたり個人情報の入力をせず、

不安なときは信頼できる人に相談しましょう。

戸籍の窓口

誕生おめでとう

　森
もり

　　絢
あや

　都
と

 くん　( 更別区）年史・朱里

佐　藤　春　江 さん　（更別区）76 歳
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